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昨
年
の
夏
、
会
社
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
が
亡
く
な
っ
た
。
一
年
近
い
入
院
生
活
で
あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
と
も
面
会
で
き
ず
寂
し
い
最
期
だ
っ
た
と
聞
い
た
。
人
は
生
ま
れ
て
く
る

時
や
場
所
は
自
分
で
選
べ
な
い
が
、
死
に
は
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
小

堀
鷗
一
郎
著
『
死
を
生
き
た
人
び
と
』
を
再
読
し
た
。 

  

著
者
は
大
学
病
院
に
外
科
医
と
し
て
四
〇
年
間
勤
務
の
後
、
定
年
退
職
後
は
埼
玉
県
の
民
間
病
院

に
勤
め
、
初
め
て
訪
問
診
療
に
関
わ
っ
た
。
訪
問
診
療
医
と
し
て
患
者
と
よ
く
話
し
合
い
、
苦
痛
緩

和
の
処
置
の
み
で
延
命
措
置
は
一
切
行
わ
ず
「
入
院
死
」
よ
り
も
「
在
宅
死
」
を
勧
め
、
在
宅
看
取

り
率
は
七
六
％
に
達
し
た
（
全
国
平
均
は
一
三
％
）
。 

 

本
書
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
か
ら
な
る
。
一
つ
は
、
著
者
が
訪
問
診
療
医
と
し
て
経
験
し
た
看
取

り
事
例
の
記
録
で
、
一
人
一
人
に
様
々
な
事
情
が
あ
り
死
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
だ
。
二
つ
目
は
、

終
末
医
療
や
看
取
り
を
病
院
か
ら
在
宅
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
行
政
文
書
、
終
末
医
療
の
動

向
に
関
す
る
報
道
記
事
、
文
芸
作
品
等
の
様
々
な
情
報
か
ら
の
考
察
で
、
在
宅
医
療
に
は
難
問
が
山

積
み
だ
。
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
次
の
四
点
で
あ
る
。 

一

．
終
末
期
の
療
養
場
所
に
つ
い
て
、
六
〇
％
以
上
の
人
が
自
宅
を
希
望
し
て
い
る
が
現
実
の
在
宅

死
は
十
三
％
だ
。
著
者
は
こ
の
背
景
と
し
て
、
患
者
本
人
も
家
族
も
「
死
を
遠
い
存
在
と
し
て
直
視

す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
」
と
す
る
。 

二

．
一
般
の
医
師
は
「
救
命
・
治
癒
・
延
命
」
を
第
一
義
的
に
考
え
在
宅
医
療
を
よ
く
知
ら
な
い
。

ま
た
、
最
近
の
大
病
院
で
は
多
職
種
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
医
療
と
な

っ
て
お
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
は
進
め
難
い
。 

三

．
世
界
四
〇
ケ
国
の
医
療
環
境
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
医
療
は
「
生
か
す
医
療
」
で
は
二
位
だ

が
、
「
死
な
せ
る
医
療
」
（
「
死
の
質
」
）
で
は
二
〇
位
以
下
の
ラ
ン
ク
だ
。 

四

．
生
の
最
期
の
段
階
で
、
救
急
車
を
呼
ば
ず
に
す
ま
せ
、
ま
た
検
死
案
件
と
し
な
い
た
め
に
は
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。 

 

私
も
自
分
の
望
む
死
に
つ
い
て
、
近
く
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
相
談
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。 


